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AccordingtotheincreasinginterrelationsbetweenJapanandtheothercountries，ithas

becomeurgentnecessityforthepromisingyouthtoacquiretheabilitytouseEnglishasa

communicationmeans，EveninthisEducationalFaculty,moststudentsexpecttohavelanguage

trainingforcommunicatioｎａｓｗｅｌｌａｓｌｅｃｔｕｒｅｓｏｆｔｈｅＥｎｇｌｉｓｈｌiteratureortheEnglishlanguage・

ThepresentwriterhasintroducedintoclassesthehearinglessonsusingEnglishprogramsby

shortwavebroadcasting,ｓｕｃｈａｓＶｏｉｃｅｏｆＡｍｅｒｉｃａ;orRadioJapan,etc，

Throughbroadcasting，ｗｅｃａｎｇｅｔｌａｒｇｅａｍｏｕｎｔｏｆｖａｒｉｏｕｓｉｎformationinashortperiodof

time・StudentsarecompelledtoconcentratetheirenergiestolisteningtotheEnglishprograms･

Asteachingmaterial，Ｅｎｇｌｉｓｈｎｅｗｓｈａｓａｍｅｒｉｔｔｏａｔｔｒａｃｔｔhestudent'sattentioneasily，because

itiscloselyconnectedwiththeirgeneralconcerns・Thispaperstatesthesignificanceofthe

trainingmethodofthｉｓｈｅａｒｉｎｇｌｅｓｓｏｎａｎｄｔｈｅｗａｙｈｏｗｔｏｉntroduceittotheuniversity
students．

はじめに

＜大学における英語学習の目的＞に関した調査の

報告書は，いずれの場合をとっても，教員と学生と

の間のズレを指摘している．学生はくコミュニケー

ションの手段＞として，教員はく高い教養を培うた

め＞として，英語学習を位置付けようとしている．

英語学習の持つこれら二つの重要な目的を，二つ

とも達成できれば言うことはないのであるが，＜手

段としての英語＞の技能訓練は，会話学校に任して

おけばよい，とする考え方が，大学教員の間に，根

強く存在するように思われる．結果的に，＜コミュ

＊外国語科

－５７－

ニケーションの手段＞としての英語運用能力を訓練

する機会が，失わ,れてしまうのである．専門課程も
含めて，特に教養部での一般英語に於いては，英語

運用能力の習得を目的とした授業構成を，心掛ける

べきであろう．

その一つの試みとして筆者は，数年来短波放送の

英語ニュース，及びその他の英語番組から取材した

音声英語を，教室に積極的に導入してきた．放送英

語は短時間内に，多種多様な情報を流すので，学生

の集中力を刺激して，授業が活性化する．生活から

遊離した抽象的な論考ではなく，実際に起きた出来

事に関するニュースであるため，迫力があり，多く

の学生の興味を引くことができる．政治・経済・社

会・文化等の，網羅的情報は，学生の社会的関心を
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拡げ，一般教養を高めるぽかりではなく，教員の知

的好奇心をも満足させ，授業に臨む意欲を高める，

等のメリットがあるからである．

ニュース・ソース

ニュース・ソースは受信状態が比較的安定してい

る，VoiceofAmnerica,RadioJapanなどを用い

た．これ等には，それぞれに異なったメリットがあ

る．

ＶＯＡには，NewsinSpecialEnglishなど，外国

人向けにゆっくり発音される番組もあり，極めて利

用価値が高い．扱われる情報は，グローバルで世界

的視野が拡がる．アメリカ国内の，各分野の最新情

報が入手できるので，ヒアリング能力が持つ威力を

印象付け，訓練の強い動機付けとすることができ

る．インタヴュー番組などから，native同志の自然

な会話を，豊富に取材できる．}

RadioJapanの英語も平易なものが多く，発音も

明瞭で利用し易い．国内事情をトピックとすること

が多く，学生は，既知の情報を英語ではどのように

表現するのか，という角度から関心を持つことがで

きる．外国向けの日本紹介番組(JapanScene等）に

よって，欧米文化志向の強い学生に対しても，日本

文化の再認識を迫ることができる．

準備

まず使用当日の英語放送を録音する．１日～２日

遅れのニュースでも間に合うが，ニュースの速報性

が有するおもしろさを考慮すれば，当日のものが望

ましい．RadioJapanの英語放送は，General

Service（一般向け放送）ならば,午前10時からほぼ

１時間おきになされている〆受信周波数は，季節や

地域によって多少の異同があるが，15.280Mhz，1

7.810Mhz，17.845Mhz，等に合わせる．ＶＯＡは，

15.290Mhz、17.820Mhz,等に合わせる．

編集

録音が済んだ後，教員は学生が興味を示すであろ

うニュース，是非覚えさせたい表現・効果的な言い

回しを含んで入る文章，等を選び出していく，

相当なヒアリングカを持つ学生を相手にするとき

は別にして，一般の学生にとって，英語ニュースは

馴染みが薄い．始めのうちは，簡潔に要約された

－５８－

headlinesだけでも，時間をかけて，丹念に説明して

いく必要があるだろう．英語ニュースは難しいとい

う固定観念を植え付けぬよう，導入時期に用いる材

料は，出来るかぎり平易なものを選ぶべきである．

学生の間に，英語ニュースは楽しく，且つ社会的関

心を拡げるものだ，とする通念が生まれ，授業の開

始を心待ちにするようになれば申し分ない．

運用

教室での運用は，学生の能力程度に応じて，異

なった方法をとらねばならない．こごでは三段階に

分けた運用法を提示する．

１．初級コース

これまで文学を中心に，それも主に訳読作業で英

語力を養ってきた一般学生を対象にする場合には，

導入方法に注意しなければならない．

時事英語に対する興味付けが大切であり，英字新

聞，雑誌，英語放送，等から取材した分かり易くて

楽しい話題を，始めのうちはゆっくり，数回読み返

しながら書き取らせる．相当に難解な英文を読解で

きても，聴解力が著しく劣っている学生が少なくな

いので，文字と音声との間の関連がスムーズにいく

ように指導する．

ニュースの意味を解説したあとで，文章を暗調さ

せる．その後，教員の音読またはテープの音声を，

繰り返し聞き取らせる．短い文章から入り，次第に

量を増やしていく〆

２．中級コース

時事英語の語糞力，およびヒアリングカを，相当

程度習得した学生を対象にする．

ニュースだけでなく，CurrentAffairs，Japan

Scene等を利用した，ある纏まりを持つトピックを

－度だけ聞かせ，その内容を答えさせる．英語で要

約させてもよい．

学生が満足に答えられないときには教員が先に英

文要約すれぱ答え易くなる．これは内容の濃い情報

を英語で表現する良い機会であり，教員にとっても

メリットは大きい．教員から学生への，一方的な流

れによる授業構成ではなく，教員も授業を進めなが

ら，学生と共に学ぶという姿勢で臨むべきである．

ヒアリングの訓練は，一度完全に意味を把握した

英文の音声を，繰り返し聞き取る方法が効果的であ

る．学生にカセット・テープを用意させ，ＬＬ装置

などを利用して，英語ニュースを一斉に録音させ

る．意欲のある学生は，小型のカセット・テレコ等
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を利用して，好きなときにいつでもヒアリング練習

ができる．この逆に，あらかじあテー･プに録音させ

ておき，家で書き取ってきた．ものを教室で確認する

方法もある．

３，上級コース

このコースはテープを一度聞き取って，ほぼ正確

に内容把握ができる学生を対象にする．出来るかぎ

り多様なトピックに触れさせるために，英語ニュー

スなどを聞かせながら，セクション毎に区切って，

要旨を英語（または日本語）で述べさせる．英文要

約の練習は，＜話す能力＞をつけるための良い訓練

になる．教員が，英字新聞や英語ニュースを参考に

しながら，ある情報を日本語で述べ，それを学生に

英語で表現させてもよい．

ヒアリングをさせながら，学生自身が気に入った

表現，使えるようにしたいと思った言い回し，等を

ノートに書き留めさせる．その後その表現を使った

文章をノートに書かせるか，または口頭で発表させ

る．できるだけ，視覚に頼らないコミュニケーショ

ンの訓練を心掛ける．他方，英字新聞，Ｔｉｍｅ等を

積極的に読ませる．＜英語は理解するものだ＞とい

う考え方から，＜英語は使いこなすべき手段だ＞と

いう考え方へ，意識の変革を図る．

この段階では，単にヒアリングカの練習に止まら

ず，音声を介在としたコミュニケーション力の習

得，更に進んで四技能の調和の取れた開発を目指す

ことになる．自己の能力が開発されてゆく喜びを実

感しながら，意欲的に学習に参加するようになれば

申し分ない．

学生の反応

ほとんどの学生はヒアリング練習が不十分であ

り，始めのうちは戸惑う．二年次から学部へ移行す

る教育学部の学生について言えば，二年前期の授業

が終わる頃までには一様に音声英語への興味を深

め，自信を付けてくる．次に紹介するのは，３年前

期の終わりに記録された教育学部生の生の声を，箇

条書に整理したものである．

１．積極的評価の理由

・ヒアリングの良い練習になる

・生活に密着した語葉を増やすことができる

・新出語棄が，まず耳から入り，その後意味がス

ペリングを考えるので覚え安い

・社会問題に関心を持つために役立つ

・話題が現在起きていることだけに興味をそそる

－５９－

・普段耳にしない専門用語を覚えることができる

・新聞に眼を通すよりも楽しくニュースを知るこ

とができる

・教師になるのであればある程度（英語を）聞い

たり喋ったりすることが必要だ

・国際化が叫ばれる今，時事英語を聞き取る力が

必要である

・ニュース英語などは自分ではまず聞かないので

教室で続けて頂きたい

・何回も聞きながら聞き取ることは，始めは分か

らない話が後ではきちんとした文になるので，

しっかり聞けば出来るという気持ちになり，こ

れから家でもやってみようという意欲が湧く

２．消極的評価の理由

・専門用語や難しい単語が聞き取れない

・骨が折れる

．しょっちゅう聞くのは難しいのでうんざりする

・先生に当てられるとおどおどしてしまう

．慣れないことなので疲労が激しい

・ニュースのスピードが速すぎるので繰り返し聞

かせてもらいたい

３．今後への展望

・政治などの内容よりも，皆が興味あるもの，

（例えばスポーツ，映画，ドラマなど）の英語

が聞きたい

・毎日の訓練が大切だと思うので，（授業のとき

だけでなく）家でもテープを聞きたい

・単語としては入ってくるのに，全文の意味とな

ると頭に入ってこない．Dictationは続けてし

かも割と一度に長い時間やらないと耳が慣れな

いとおもう

．もし聞き取れるならば，生きた言葉（実際の会

話）として使うことができる

ｐ英語を読むことを中心に高校までやってきたの

で，これから話す，聞くを中心に生活に役立つ

英語をやっていきたい

・時々家でもテレビの二か国語放送でニュースや

映画などを聞いてみたりするようになり，母に

時折訳してあげたりして通訳のおもしろさが分

かって来た

むすび

学生の要望に耳を傾ければ，「ただ紙の上の勉強

ではなく，実際に使える英語，生きた英語」に対す

る熱い期待に圧倒される思いがする．国際化の流れ
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は益食盛んになる一方である．そのことを，肌で感

じ取っているのは，あたらしい時代を開拓しなけれ

ばならない学生達かもしれない．

英文学にも造詣の深い，教養豊かな人材の育成

は，英語教師の最終的な使命である．しかしそれ以

前に彼らは，必要条件としてく英語によるコミュニ

ケーション＞が出来なくてはならない．英語が読め

れば話すほうは何とでもなる，と言う思い込みで実

用英語の訓練をなおざりにしていられる時代ではな

い．高度の読解力を持つ学生でもヒアリングカは著

しく劣っている者が少なくない．より早い段階で

の，英語音声に対する聴覚訓練の必要性が痛感され

正雄

る．聴解力は，ある程度，聞き取る音声の量に比例

して向上するので，教員の間で連携した授業が必要

となる．

短波放送や，二カ国語放送によるニュースや洋

画，それに加えて衛星放送も開始された今日，（音

声）英語を日常生活のなかに組み込むことが出来る

ようになった．新聞，ラジオ，テレビなどの日常的

メディアを通して流される英語を楽しみながら，自

然なかたちで英語を身に付ける事は，それ程難しい

ことではない．本稿では，そうした生活に組み込ま

れた英語訓練を目的とした，ヒアリング練習の一方

法を試みた．
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